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こ
の
週
間
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
建
築
基
準
法
の
目
的
等
に
つ
い

て
知
っ
て
い
た
だ
き
、
違
反
建
築
の

防
止
を
図
る
と
と
も
に
建
築
に
関

す
る
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
建
築
物
の
安
全
性
の
確
保
と

良
好
な
住
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
全
国
的
に
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

◆
建
築
確
認
申
請
の
手
続
き
は

　　

着
工
前
に
！

　
　

都
市
計
画
区
域
内（
野
市
町
全

域
・
香
我
美
町
お
よ
び
夜
須
町
の

一
部
）で
建
築
物
を
新
築
、ま
た
は

10
㎡
を
超
え
る
増
築
を
す
る
場

合
、
着
工
前
に
建
築
確
認
申
請
を

提
出
し
、
確
認
済
証
の
交
付
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　

ま
た
、都
市
計
画
区
域
外（
吉
川

町
お
よ
び
赤
岡
町
全
域
・
香
我
美

町
お
よ
び
夜
須
町
の
一
部
）で
も

一
定
の
建
物
を
除
き
、
建
築
確
認

申
請
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
建
設
課

　
　

10
月
１
日
（
火
）
か
ら
始
ま
る

「
法
の
日
」週
間
行
事
の
一
環
と
し

て
、「
離
婚
な
ど
で
離
れ
て
暮
ら
す

親
子
の
面
会
交
流
調
停
の
紹
介
」

と
、「
万
引
き
を
し
た
少
年
の
模
擬

審
判
」
を
行
い
ま
す
。
入
場
無
料
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
８
日（
金
）

　　　　　　　

13
時
10
分
〜
16
時
30
分

■
場
所

　　

高
知
市
丸
ノ
内
一
ー
三
ー
五

　　

高
知
地
方
・
家
庭
裁
判
所　
６
階　

　　

大
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ　

高
知
地
方
・
家
庭

裁
判
所
事
務
局　
総
務
課
庶
務
係
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土
地
は
、
地
域
全
体
の
住
み
や

す
さ
や
自
然
環
境
と
の
調
和
な
ど

を
考
え
て
、適
正
に
利
用
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
　

そ
の
た
め
国
土
利
用
計
画
法
で

は
、
一
定
規
模
以
上
の
土
地
取
り

引
き
に
つ
い
て
は
、土
地
の
権
利
取

得
者
（
買
主
な
ど
）が
、
契
約
後
２

週
間
以
内
に
、
土
地
の
利
用
目
的

や
取
引
価
格
等
を
土
地
の
所
在
す

る
市
町
村
を
経
由
し
て
県
に
届
け

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
届
け
出
の
必
要
な
取
り
引
き

　
●　

売
買
、交
換　
●　

営
業
譲
渡　
●　

譲

渡
担
保　
●　

代
物
弁
済　
●　

共
有
持

分
の
譲
渡　
●　

地
上
権
・
賃
借
権
の

設
定
・
譲
渡　
●　

予
約
完
結
権
・
買

戻
権
な
ど
の
譲
渡　
●　

信
託
受
益
権

の
譲
渡　
●　

地
位
譲
渡

■
取
り
引
き
の
規
模（
面
積
）

　
●　

都
市
計
画
区
域
…

　　　　　　　　　　　　
５
，０
０
０
㎡
以
上

　
●　

都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
…

　　　　　　　　　　
　

１
０
，０
０
０
㎡
以
上

■
一
団
の
土
地
取
り
引
き
に
つ
い

て
も
届
け
出
が
必
要

※
一
団
の
土
地
と
は
、土
地
利
用
上
、現
に

一
体
の
土
地
を
形
成
し
て
い
る
、
ま
た
は

一
体
と
し
て
の
利
用
が
可
能
な
ひ
と
ま
と

ま
り
の
土
地
で
、か
つ
権
利
取
得
者
が
一
連

の
計
画
の
下
に
、土
地
に
関
す
る
権
利
の
移

転
ま
た
は
設
定
を
行
う
そ
の
土
地
が
面
積

要
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
を
い
い
ま
す

■
届
け
出
方
法

　
　

契
約
者
名
、
契
約
日
、
土
地
の

面
積
、
利
用
目
的
な
ど
を
記
入
し

た
届
け
出
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
建
設
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
必
要
書
類

　
　

土
地
取
り
引
き
に
か
か
る
契
約

書
、
土
地
の
位
置
が
分
か
る
地
形

図
、
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し

た
図
面（
公
図
）な
ど

■
届
け
出
期
限　

契
約
締
結
日
を

含
め
て
２
週
間
以
内

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
建
設
課

　
　

中
退
共
は
、
中
小
企
業
の
た
め

の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛
金

は
全
額
非
課
税
で
、
一
部
を
国
が

助
成
し
ま
す
。

　　

ま
た
、短
時
間
労
働
者
の
た
め
の

特
例
掛
金
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　　
（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
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合
併
処
理
浄
化
槽
は
ト
イ
レ
の

水
洗
化
で
快
適
な
生
活
が
楽
し
め

る
だ
け
で
な
く
、き
れ
い
な
水
を
川

な
ど
の
自
然
に
帰
し
、
美
し
く
豊

か
な
自
然
を
守
り
ま
す
。
平
成
13

年
４
月
か
ら
は
、
単
独
処
理
浄
化

槽
の
新
設
が
原
則
禁
止
さ
れ
、
地

球
に
や
さ
し
い
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　　

浄
化
槽
は
下
水
道
と
同
程
度
の

汚
水
処
理
性
能
を
持
つ
も
の
で
す

が
、
正
し
い
使
い
方
と
適
正
な
維

持
管
理
が
な
さ
れ
な
い
と
、
本
来

の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
合
併
処
理
浄
化

槽
の
普
及
促
進
を
図
り
、
保
守
点

検
・
清
掃
・
法
定
検
査
を
き
ち
ん
と

行
っ
て
、高
知
県
の
美
し
い
自
然
を

み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
保
守
点
検
は
定
期
的
に
行
う
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。専

門
知
識
を
持
つ
資
格
の
あ
る
業
者

へ
の
委
託
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
清
掃
は
年
１
回
以
上
の
実
施
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
町

村
長
の
許
可
を
受
け
た
業
者
に
依

頼
し
ま
し
ょ
う
。

▼
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
の
機
能

が
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
確
認

す
る
大
変
重
要
な
検
査
で
す
。年
１

回
必
ず
指
定
検
査
機
関
で
受
け
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
指
定
検
査
機
関

　　

県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー
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■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
上
下
水
道
課

　　
10
月
11
日
は

「
安
全
・
安
心
ま

ち
づ
く
り
の

日
」
。
地
域
社

会
の
安
全
が

確
保
さ
れ
、安

心
し
て
暮
ら
せ

る
こ
と
は
、
県
民

す
べ
て
の
共
通
の
願
い
で
す
。安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
今
年
も
全
国
一
斉
に
全
国
地

域
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

★
10
月
11
日（
金
）〜
10
月
20
日（
日
）

　　

全
国
地
域
安
全
運
動
実
施

■
運
動
の
重
点
目
標

　
●　

子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

　
●　

特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

　
●　

万
引
き
、自
転
車
盗
の
被
害
防
止

  

地
域
の
一
人
ひ
と
り
が「
自
分
た

ち
は
決
し
て
犯
罪
や
事
故
の
被
害

者
に
な
ら
な
い
」と
い
う
自
主
防
犯

意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
　

ま
た
、
自
主
防
犯
意
識
を
個
人

だ
け
で
な
く
、職
場
や
地
域
に
ま
で

広
げ
て
、
地
域
社
会
全
体
へ
地
域

安
全
運
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

（
香
南
地
区
地
域
安
全
協
議
会
地

域
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
長
田
麻
紀

☎
55
ー
0
1
1
0
）

■
実
施
期
間

　　
９
月
１
日（
日
）〜
12
月
31
日（
火
）

　
　

例
年
、
秋
口
か
ら
年
末
に
か
け

て
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発
す

る
傾
向
に
あ
り
、
高
齢
者
が
交
通

事
故
の
犠
牲
者
と
な
ら
な
い
よ
う

に
、「
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
中
で
す
。
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
歩
行
者
・
自
転
車
の
皆
さ
ん
へ　

　　

車
の
運
転
者
が
、い
つ
も
自
分
の

存
在
に
気
が
付
い
て
い
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。道
路
横
断
時
は
、信
号

ま
た
は
横
断
歩
道
が
あ
る
所
で
、

左
右
の
安
全
を
し
っ
か
り
確
か
め

て
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　　

ま
た
、こ
れ
か
ら
日
暮
れ
が
早
く

な
っ
て
き
ま
す
。薄
暮
時
や
夜
間
外

出
す
る
時
は
、明
る
い
色
の
服
装
に

反
射
材
を
積
極
的
に
活
用
し
、
自

転
車
は
暗
く
な
る
前
に
ラ
イ
ト
を

点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

▼
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ　　　　

　　

通
り
慣
れ
た
道
路
で
も
油
断
せ

ず
、し
っ
か
り
安
全
を
確
か
め
る
な

ど
、事
故
を
防
ぐ
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。ま
た
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は「
命

の
ベ
ル
ト
」で
す
。
全
席
、
全
員
が

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

（
南
国
警
察
署　

香
南
警
察
庁
舎

高
齢
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
岡
﨑
由

美
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（
9
月
号
）
27
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
た
、
S
U
P
を
前
か
ら
体
験
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
ヤ
・
シ
ィ
パ
ー
ク
で
や
っ
て
み
た
い
で
す
。

広

報

へ

の

ご

意

見

市のうごき　（Ｒ1.8.31現在） 〔　 〕は昨年同月対比
■人口/33,333人 

　　（男/16,144人 女/17,189人）

■世帯/14,993戸

■出生/24人　  ■死亡/32人

■転入/108人　 ■転出/105人

■対前月人口比/5人減

８月の火災・救急出動件数

■火 災

■救 急

0件〔2件減〕

168件〔27件増〕

P
警 察警 察

police station

　
１０
月
１５
日
〜
２１
日
は

　
違
反
建
築
防
止
週
間
で
す
！

　
　
　

高
齢
者
交
通
事
故
防
止

　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

みん
なでつくろう!地域の安全

１０
月
は
土
地
月
間
で
す

O
その他その他

o t h e r s

１０
月
１
日
は
浄
化
槽
の
日

パ
ー
ト
さ
ん
に
も
退
職
金
を
！　

　

家
庭
に
平
和
を
・
少
年
に
希
望
を

　

家
庭
裁
判
所
７０
周
年
記
念
行
事

ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心

●　２０１９年度　全国統一防火標語 　●

香南市消防本部　予防課　☎５５-４１４１

１１月９日～１１月１５日　秋の全国火災予防運動

火の取り扱いには十分

注意してください。

※
香
南
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
、コ
ラ
ム
を
書
い
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す

　　

沈
下
橋
と
い
え
ば
高
知
県
中
西

部
の
仁
淀
川
や
四
万
十
川
に
架
か

る
そ
れ
を
連
想
し
が
ち
だ
が
、所
用

で
香
我
美
町
の
山
間
に
出
か
け
る

事
が
あ
っ
て
か
ら
、こ

の
香
南
市
に
も
沈
下

橋
が
あ
る
事
を
つ
い

数
年
前
に
知
っ
た
。

　　

小
さ
く
て
車
は
通

れ
な
い
歩
行
者
専
用
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
橋
で
、香
宗
川
を
遡
り
、

下
山
川
公
民
館
に
向
か
う
道
中
の

堰
の
前
に
造
ら
れ
て
い
た
。香
南
市

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
香
我
美

町
版
に
も
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
掲
載
さ
れ
、川
の
水
量
が
少
な
い

時
に
堰
を
背
景
に
コ
ス
プ
レ
写
真

で
も
撮
れ
ば
イ
ン
ス
タ

映
え
す
る
景
観
だ
な
と

前
々
か
ら
思
っ
て
は
い

た
が
、
昨
年
に
発
生
し

た
西
日
本
豪
雨
で
橋

は
破
壊
さ
れ
、今
は
渡
れ
な
く
な
っ

て
い
る
。

　　

西
日
本
豪
雨
で
は
香
我
美
町
東

川
地
区
の
被
害
が
大
き
く
、
豪
雨

災
害
直
後
は
大
き
な
流
木
が
田
畑

に
い
く
つ
も
転
が
り
、
川
岸
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
や
石
垣
が
剥
ぎ
取
ら
れ

て
、下
流
の
田
畑
に
そ
の
瓦
礫
が
散

乱
す
る
光
景
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら

れ
た
。あ
れ
か
ら
１
年
以
上
経
っ
て
、

沈
下
橋
が
あ
っ
た
付
近
の
工
事
が

つ
い
最
近
終
わ
り
真
新
し
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
護
岸
が
で
き
た
が
、沈
下

橋
そ
の
も
の
は
破
壊
さ
れ
た
ま
ま

で
あ
る
。
橋
脚
部
分
は
残
っ
て
い
る

し
橋
桁
も
す
ぐ
近
く
の
川
底
に
転

が
り
、
ネ
ッ
ト
で
『
香

我
美
町 

沈
下
橋
』と

検
索
す
れ
ば
在
り
し

日
の
橋
の
写
真
も
い

く
つ
か
出
て
く
る
。

　
　

た
だ
今
現
地
に
赴
い
て
も
渡
る

事
が
で
き
な
い『
跡
地
』と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。将
来
橋
が
元
に
戻
る

の
か
ど
う
か
は
正
直
言
っ
て
分
か
ら

な
い
が
、
写
真
１
枚
で
も
撮
っ
て
お

く
べ
き
だ
っ
た
な
と
、
香
南
市
の
一

市
民
と
し
て
少
し
後
悔
し
て
い
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｍ
・
Ｆ

香
我
美
町
の
沈
下
橋
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